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自己紹介
【氏名】
　　石崎　浩太郎 (koh-ishizaki@xr.jp.nec.com)

【職歴】
　　1999年4月 ～ 現在
　　NECソフトウェア中国（広島開発拠点）に新卒入社
　　現在は、統合会社 NECソリューションイノベータ株式会社勤務

【現所属】
　　イノベーション戦略本部 マーケティングイノベーショングループ 地方創生事業推進グループ

【職務内容】
　　様々な業種の受託開発プロジェクトのプロジェクトリーダ・マネージャーを担当
　　トップダウンマネジメントではなく、サービスデザインやスクラム開発をベースにプロジェクトファシリテーションを実施
　　組織内外でスクラム開発の現場コーチとしての活動も実施

【主な開発業種】
　　製造業販売管理システム／コンシューマ向けECサイト／放送局向けコンテンツ管理システム／キャリア向け業務システム
　　ISP販売管理・業務システム、etc

【現在】
　　中四国を中心に地域課題解決プロジェクトに携わり、地域課題への取組みを通して新サービスの創出や課題解決型の共創事業を推進
　　2015年度Code for Japanの国内7人目のコーポレートフェローとして福井県鯖江市に派遣され3か月間子育て支援へ取組む

　　鯖江市のサービス（つつじっこリトル＋）：https://www.city.sabae.fukui.jp/about_city/it_nomachi/app/ritoru01.html
　　NECソリューションイノベータでの紹介資料：http://www.nec-solutioninnovators.co.jp/csr/report/2016/pdf/csrreport2016.pdf
　　CAREER HACK紹介記事：http://careerhack.en-japan.com/report/detail/671

https://www.city.sabae.fukui.jp/about_city/it_nomachi/app/ritoru01.html
http://www.nec-solutioninnovators.co.jp/csr/report/2016/pdf/csrreport2016.pdf


過去 現在

望む 
未来

先にある 
未来

未来の可能性

潜在的な未来

探求 設計

実施再構成

前提１「未来を知り得ることは難しいことです」 
前提２「未来は今日存在するものとも予測するものとも違います」

取組１「望む未来を自ら描き・つくる」 
取組２「実現可能性が高いものへ取組む」

可能性を最大化する

起こりえる失敗

失敗を選択しない

継続可能性の向上

費用対効果の最大化
共創ソリューション



共創による社会や地域の課題解決のためにプロセス支援から 
解決策の実現・導入支援までトータルでサポートいたします。

お客様の課題

共創ソリュー 
ションプロセス

ご支援メニュー

共創コンシェルジュ 共創プロデューサー ICTソリューションパートナー

事象は分かるが真の課題が何か、 
どのようなアプローチが良いのか 
分からない。

考えられる施策について 
誰とどのように取り組めば 
良いか分からない。

費用対効果を考慮した上で 
継続して取組みながら 
成長させていきたい。

課題抽出・ 
適したプロセス導入

コミュニティ・ 
チームビルディング実施

事業化支援・ 
プラットフォーム提供

エビデンス抽出 判断

判断

従来SIによる課題解決
オープンデータ利活用

・事象は見えているが社会・地域 
　が、まだ気づいてない課題を 
　共に明確化する。 
・課題を明確化し、解決に向けて 
　どういったアプローチが必要か 
　地域特性等を考慮した解決策の 
　全体設計を支援します

・施策を実行する際に 
　必要なステークホルダー、 
　関係者を含めチーム 
　ビルディングを実施します。 
・事業化やビジネスモデル 
　を一緒に検討します。

・事業化やビジネスモデルを 
　実現するための具体的施策を 
　協働で実施します。 
・小さくスタートし、改善と 
　成長を継続することで 
　地域や社会に根付く施策の 
　実現を支援します。 
・併せて、地域の人材育成も 
　実施します。

測定可能



仮説を立てる 
関係者を巻き込む 
アイデアを発散 
望む未来を描く 
結果を見直す

アイデアを作る 
起こりえる失敗を 

　多く探し出す 
数値を集める 
現場で行う

アイデアを絞る 
仮説を見直す 
数値に基づく 
人・モノ・カネ・ 

　コトを整理する

アイデアを実行する 
仮説を検証する 
数値を取る 
結果を整理する

フューチャー 
セッション

アイデアシート

ブレイン 
ストーミング

マインドマップ

ジャーニーマップ

初期プロトタイプ

事前フィールドワーク

サービス 
プロトタイプ

ビジネスモデル 
キャンバス

リーン 
キャンバス

サービス実証

ペルソナ

サービス実証

ユーザヒアリングドッグフーディング

順方向 順方向 順方向

行き来します

探求 設計 実施再構成

共創コンシェルジュ



現実世界 情報源泉

日常生活・社会活動 環境変化・産業活動

データ 
整理

データ 
活用

集積 利用

公開

事象の結果（相関関係） 
因果関係は不明

原因特定 
目的や意味づけ

利用される前提 
効果を期待する

業務の世界 サービスの世界



整理 公開

課題
・扱う対象は市民生活に関連した活きた情報 
・単なる統計データでは利活用が難しい 
・無作為に公開すると費用対効果が見込めない

対策
・市民のデータを市民へ還元しデータ流通を作る 
・地域色（テーマ）に沿ったデータを公開してみる 
・公開時に目標設定を行った上でデータ公開する

利活用



生活 データ提供 ポータル

ことづくりモノづくりサービス利用・活動

データセット

API

収集 洗浄

分類 補強 編集

集約

❶ ❷ ❸

❹❺❻❼

？
会社員

学生

事業者

市民

効果測定
❽

地域のデータ流通をつくることを支援

市民
QOLの向上

産業の活性化

QOLの向上QOLの向上

産業の活性化産業の活性化



データ利活用事例❶



引用元　http://qzss.go.jp/usage/userreport/hinanpass_160420.html

オープンデータで避難所地図を表示する 
「ヒナンパス」が、熊本地震に暫定対応



【熊本市、益城町の避難所一覧】
http://ckan.odp.jig.jp/dataset/jp-jig-688-odp

熊本市、益城町の避難所ナビ
http://odp.jig.jp/hinanpass/?#
http://fukuno.jig.jp/2014/findrefugeodp

https://l.facebook.com/l.php?u=http%3A%2F%2Fckan.odp.jig.jp%2Fdataset%2Fjp-jig-688-odp&h=ATNc854aDcbP3eP4HizWTW5521Er9u_jTVLxdNpxTKCGhBHFWayNwqGeb4xQE89AqBKK-XDCHA_x8BnXe2h7r3S9-DYTI_X7G_cKyO29fBLzoo6TzVUgL0JNzbRnb2FZYZZS1JyDTa8D0rFit3eZHJDp-KxOG8B8O-4
https://l.facebook.com/l.php?u=http%3A%2F%2Fodp.jig.jp%2Fhinanpass%2F&h=ATNc854aDcbP3eP4HizWTW5521Er9u_jTVLxdNpxTKCGhBHFWayNwqGeb4xQE89AqBKK-XDCHA_x8BnXe2h7r3S9-DYTI_X7G_cKyO29fBLzoo6TzVUgL0JNzbRnb2FZYZZS1JyDTa8D0rFit3eZHJDp-KxOG8B8O-4
https://l.facebook.com/l.php?u=http%3A%2F%2Ffukuno.jig.jp%2F2014%2Ffindrefugeodp&h=ATNc854aDcbP3eP4HizWTW5521Er9u_jTVLxdNpxTKCGhBHFWayNwqGeb4xQE89AqBKK-XDCHA_x8BnXe2h7r3S9-DYTI_X7G_cKyO29fBLzoo6TzVUgL0JNzbRnb2FZYZZS1JyDTa8D0rFit3eZHJDp-KxOG8B8O-4


引用元　http://qzss.go.jp/usage/userreport/hinanpass_160420.html

登録 利用 活用

提供



広域での利活用

複数サービス利用

コ 
ス 
ト

複数利用

広域利用

利用頻度



公共トイレ案内

子育て家族ユニバーサル

複数用途で活用する



生活 データ提供 ポータル

ことづくりモノづくりサービス利用・活動

データセット

API

収集 洗浄

分類 補強 編集

集約

❶ ❷ ❸

❹❺❻❼

？
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学生

事業者

市民

効果測定
❽

市民

・はじめの一歩は位置情報から 
・緯度経度情報がベター（機械に優しい） 
・利用シーンをイメージすると尚良し（種別、日時） 
・実際に使ってみることが大切（肌感覚） 
・データが広域・複数利用できると素敵！！

データ利活用事例❶



データ利活用事例❷



神戸市の取り組み

http://kobe-barcelona.net/

http://kobe-barcelona.net/


神戸市の空家状況の可視化

http://kou-ishizaki.github.io/osm/sample-ver0.1.html


賑わいを可視化



・新長田駅、六間道の両方面から２000人強の流入

・３割近くの人が自転車での通行（述べ６００人）

・通行者の６割近くの人が女性

・新長田駅からの朝の通勤者は2/3が女性

・女性の50歳以上の割合が３割以上

・保育園児が集団で２号線を越えて外遊びに

数値を読む



商店街に2,000人／日近くの人の往来 
朝の通勤時間帯に女性の通行者(20代～40代)が多い(男女比1:2.2) 
商店街の従来の顧客は11時頃から訪れる買い物客(女性40代、50代)

これまで これから

対象ユーザ：買い物客
傾向：変わらないビジネス

対象ユーザ：朝夕の通勤者
傾向：歩きながら、短時間

時間：11時～15時 時間：7時～10時、18時～21時

食料品店、生活用品店 シャッター店舗(前)の活用

新しい仮説を立てる



探求 設計 再構成 実施

仮説を立てる 
関係者を巻き込む 
アイデアを発散 
望む未来を描く 
結果を見直す

アイデアを作る 
起こりえる失敗を 

　多く探し出す 
数値を集める 
現場で行う

アイデアを絞る 
仮説を見直す 
数値に基づく 
人・モノ・カネ・ 

　コトを整理する

アイデアを実行する 
仮説を検証する 
数値を取る 
結果を整理する

順方向 順方向 順方向

行き来します

朝マルシェ

対象ユーザ：朝の通勤者＆女性ターゲット
傾向：滞在時間は少ない
時間：7時～10時

夜バル

対象ユーザ：夜の帰宅者
傾向：賑わい
時間：18時～21時

習い事・教室

変化を読む



データ利活用事例❷

仮説を立てる

小さく素早くやる

現場中心

ターゲットを絞る

現場を把握する

賑わいをデータ化

数値を読む

新しい仮説を立てる

変化を読む

仮説検証のサイクルを回す



不 
確 
実 
性

時間（コスト）

初期は非常に高い

仮説A

結果A
仮説B

結果B
検証可能な指標

間違う場合もある

コスト：100 コスト：0

失敗を選択しない 継続可能性の向上 費用対効果の最大化

仮説B



https://www.flickr.com/photos/thelibrarianedge/16921482239/in/photolist-7K89Qd-dpBtiX-7K4eCM-7K88EE-7K89Ed-7K3Tsr-7bvnGG-7K89v9-dXhwx3-STQqFg-7K7NKE-eaxKUS-eaxKCA-s4BzxC-eas7cr-FH1if-9Yi6Vm-
r7WYwg-7bzUJ2-6Guc2S-77m6Ts-y2dzm-s2sj8U-s4FZ7T-rMi3YF-rMi28M-r7WYaK-rM9UwW-QVawf1-yqk3gW-yFYySU-rKqrRR-rMb5X5-rM9UqJ-s4FXQV-r7WWSV-7brzD8

現代→将来は複雑かつ予測困難現代→将来は複雑かつ予測困難



共創をベースにした様々なマッチング



利活用 公開

整理
生活 データ提供 ポータル

ことづくりモノづくりサービス利用・活動

データセット

API

収集 洗浄

分類 補強 編集

集約
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❹❺❻❼

？
会社員

学生

事業者

市民

効果測定
❽

地域のデータ流通をつくることを支援

市民

繋げることが重要



現実世界 情報源泉

日常生活・社会活動 環境変化・産業活動

データ 
整理

データ 
活用

集積 利用

公開

事象の結果（相関関係） 
因果関係は不明

原因特定 
目的や意味づけ

利用される前提 
効果を期待する

業務の世界 サービスの世界

QOLの向上

産業の活性化

QOLの向上QOLの向上

産業の活性化産業の活性化




